
O 

ぐ
多
少
に
で
も
曲
っ
て
ゐ
る
と
随
つ
℃
関
筒
の
廻
特
は
偏
っ
て
魚
に
秒
位
の
誤
b
を
生
命
ヲ
る
こ
ご
も
ま
L
あ
る
様
に
思
は

れ
ま
す
。
か
し
』
る
器
械
の
詑
象
は
タ
イ
ム
の
ス
ケ

1
Y
が
長
短
不
揃
〈
あ

b
ま
ず
か
ら
一
見
し
て
明
か
と
な
A
Y

ま
す
。

描
針
そ
れ
自
身
が
時
を
認
す
る
袋
置
あ
る
も
の
は
時
刻
は
正
確
に
測
ら
れ
ま
す
が
、
時
詑
装
置
が
別
の
針
に
あ
る
も
の
は

多
少
の
設
差
を
生
じ
易
き
傾
き
あ
る
を
以
て
廻
轄
の
終
始
に
於
て
此
の
貼
に
注
意
を
要
す
べ
、
き
さ
思
び
ま
す
。

地

震

報

告

の

記
入
に
闘
し
て

佐

藤

秀

ま住

目
下
各
地
測
候
所
(
観
測
所
)
よ
A
Y

の
地
震
報
告
の
型
式
に
ニ
様
あ

b
、
即
も
地
震
観
測
表
と
管
内
地
震
観
測
(
管
内

地
震
報
告
)
さ
の
二
種
之
れ
な

b
。

地
震
観
測
表
ば
測
候
所
(
観
測
所
)
の
微
動
計
(
地
動
計
、
簡
単
微
動
計
)
の
観
測
並
に
人
身
戚
魔
に
猿
る
観
測
を
詑

載
し
。

管
内
地
震
観
測
(
管
内
地
震
報
告
)
は
管
内
地
震
観
測
所
に
於
け
る
人
身
戚
覚
に
擦
る
観
測
)
管
内
観
測
所
に
地
震
計

の
据
付
あ
る
ご
ろ
』
は
地
震
計
に
依
る
観
測
を
も
含
h
u
)

を
記
載
す
る
も
の
な

b
。

地
震
観
測
表
中
各
相
即
ち

]
l
H
J
E
J
司

EJω
・

5一
wω
伊

ω∞
少
「
戸
(
リ
泊
者
ピ
当
日
¥
宅
一
夜
明
，
w(司
ω
u
r
戸
(
U
司

w
以
外
の
も

の
は
遼
地
々
震
に
の
み
現
は
る
)
等
に
開
(
東
西
動

)
Z
(
南
北
動
)

N

(

上
下
動
)
及
び
日
(
明
瞭
)

0

(

不
明
瞭
)
等
の



詑
銃
を
付
し
日
お
の
ω~『旬、、戸
NEY
等
の
如
く
記
載
し
某
の
相
の
後
現
の
明
、
不
明
及
び
東
西
南
北
上
下
の
何
れ
の
方
向
な
φ

る
や
を
詳
細
に
記
入
す
ぺ
し
、
又
此
等
の
相
の
後
震
時
刻
並
に
振
幅
週
期
等
は
此
れ
を
同
一

(
横
)
行
に
羅
列
す
ぺ
く
、

振
幅
は
必
ず
議
取
の
長
さ
を
倍
率
に
℃
除
し
、
此
れ
を
粍
或
は
下

(
粍
の
千
分
の
一
)
に
換
算
し
、
此
の
値
(
長
す
)

に
+
或
は
+
一
の
-
詑
競
を
付
し
、
共
の
振
動
の
方
向
を
詳
細
に
詑
載
す
可
し
。

初
動
は
目
下
地
震
調
査
研
究
上
各
相
の
殺
現
時
刻
ご
共
に
重
要
な
る
も
の
な
れ
ば
請
取
を
正
確
に
魚
し
、
此
を
倍
率
に

て
除
し
た
る
も
の
に
方
向
を
付
し
西
〈
束
)
へ

O
、

o
一
、
北
(
南
)
へ

O
、
O
一
二
、
上
(
下
)
ヘ

O
、
O
五
、
の
如
く
記
載
す
可
し
。

震
央
距
離
は
現
在
の
庭
、
初
期
微
動
継
綬
時
間
に
或
る
常
数
を
乗
し
‘
此
れ
を
粁
の
皐
位
に
て
表
す
も
の
な
り
。
然
る

に
此
の
常
数
(
式
)
た
る
や
理
論
式
、
賞
駿
式
等
の
数
種
の
式
あ

b
て
如
何
な
る
式
に
て
斯
を
換
算
せ
し
か
を
容
易
に
解

し
難

3
故
、
震
央
距
離
の
欄
に
は
換
算
に
用
ひ
た
る
式
を
も
明
瞭
に
記
載

3
れ
た
し
。

強
震
計
観
測
(
普
通
地
震
観
測
を
も
含
む
)
の
検
測
方
法
は
微
動
計
ご
同
様
な
る
も
水
平
動
の
最
大
動
会
振
幅
及
び
振

動
の
方
向
は
多
少
其
の
趣
を
異
に
す
。
此
を
測
る
に
は
最
大
動
の
会
振
幅
を
詑
象
紙
上
よ

b
議
取

b
、
共
れ
を
各
々
の
倍

率
に
て
除
し
。
同
時
刻
に
殺
現
せ
し
東
西
、
南
北
雨
動
の
会
振
幅
を
合
成
し
。
其
の
最
大
値
(
長
サ
)
を
採
b
、
此
れ
を

粍
単
位
に
換
算
せ
ば
最
大
動
の
金
振
幅
と
な
る
Q

振
動
の
方
向
は
此
の
合
成
の
方
向
を
北
(
南

)
0
0
度
束
(
西
)
と
議

取
れ
ば
可
な

b
。

地
震
番
競
は
微
動
計
(
地
動
計
、
簡
単
微
動
計
)
の
観
測
即
ち
其
の
地
に
於
け
る
最
も
鋭
敏
な
る
地
震
計
の
観
測
回
数



を
年
の
始
め
よ
λ

ソ
数
へ
し
も
の
な
A
Y
O

故
に
此
の
番
披
は
地
震
観
測
器
の
倍
率
の
増
加
に
従
っ
て
増
加
す
る
も
の
な
b
o

寓
一
微
動
計
観
測
に
故
障
を
生
ぜ
し
劫
令
は
此
れ
に
盟
ぐ
可

3
地
震
計
の
記
録
を
以
て
之
れ
に
換
ふ
可

3
は
勿
論
な

b
。

叉
地
震
計
会
部
に
故
障
を
生
壱
し
場
合
は
人
身
戚
質
を
以
て
偽
す
可

3
な
b
。
斯
る
場
A
口
は
原
簿
並
に
報
告
用
紙
に
は
地

震
計
の
故
障
の
期
間
を
司
詑
入
し
置
か
れ
た
し
。

強
震
計
H

湖
測
番
披
は
強
震
計
(
北
日
遁
地
震
計
を
も
含
h
U

〉
の
観
測
番
抜
な
b
。

有
戚
政
見
地
震
番
銃
は
人
身
戚
質
に
譲
っ
て
侍
し
た
る
地
震
観
測
番
裁
な

b
o

地
震
計
名
及
定
数
(
倍
率
、
迦
期
、
振
子
の
重
量
、
摩
擦
の
制
振
皮
)
は
其
の
地
・
震
(
地
震
観
測
表
に
記
入
せ
し
地
震
)

の
観
測
に
使
用
せ
し
地
震
計
の
名
及
定
数
を
一
記
入
す
ぺ
注
も
の
な

b
o
故
に
定
数
は
時
々
此
を
測
定
し
置
か
る
ぺ
し
。

人
身
成
政
覧
欄
の
震
度
、
性
質
も
地
鳴
は
中
央
気
象
豊
後
行
、
地
震
観
測
法
六
十
九
頁
「
人
身
戚
貸
に
よ
る
・
観
測
」
に
捺

っ
て
魚
す
可
し
。

管
内
地
震
観
測
(
管
内
地
震
報
告
)
は
各
地
測
候
所
の
管
内
観
測
所
に
於
け
る
人
身
戚
覧
に
よ
る
観
測
を
詳
細
に
記
載

す
る
も
の
な

b
。
共
の
要
目
は
後
震
時
刻
B

総
震
動
時
間
、
震
動
の
方
向
、
震
度
、
性
質
、
地
鳴
等
な
り
。
若
し
管
内
H

説

測
所
代
地
震
計
の
据
付
け
在
る
所
は
其
の
観
測
を
報
告
す
可
し
B

(
然
し
直
接
或
は
間
援
に
中
央
気
象
墓
に
地
震
観
測
表

を
報
告
す
る
観
測
所
は
此
の
限
に
あ
ら
ず
)
。
「
管
内
地
震
観
測
所
は
後
震
時
比
時
ご
し
て
不
正
確
の
箇
所
あ
れ
ば
測
候
所

の
後
震
時
を
も
可
成
添
加

3
れ
た
し
」
。

u 



斯
等
地
震
観
測
表
並
管
内
地
震
観
測
の
用
紙
二
茶
仁
は
一
一
間
の
地
震
以
上
の
記
入
を
許
さ
れ
ゴ
れ
ば
、

必
ず
一
葉
に

回
以
上
の
地
震
を
記
入
す
ぺ
か
ら
ず
。

附
記
の
各
相
の
意
義

可

(
E己
認
可
ユ
門
官
。
)
第
一
初
期
微
動
の
波

切
(
ロ

E
S
℃ユ
B
2
)
第
一
初
期
微
動
の
皐
溺
波

司
一
句

(
E
r
)
は
句

の
波
の
地
球
表
面
に
て
一
度
反
射
せ
し
波

可
一
司
一
司

(
]
U
H
N
凶

)

は

司

の
波
の
地
球
表
面
に
て
こ
皮
反
射
せ
し
波

ω
(
E
M
E
O
ω
め
の
ロ
ロ
念
。
)
第
二
初
期
微
動
の
波

]
U

∞は]川

の
波
の
地
球
表
面
に
て
ご
皮
反
射
せ
し
と
き

ω
波
に
猿
A
Y
た
る
も
の

∞∞

(ω
同
H

)

は

ω
の
波
の
地
球
表
面
に
℃
一
度
反
射
せ
し
波

ωωω 
(
ω
H
W
u
)

は
ω

の
波
の
地
球
表
面
に
て
こ
度
反
射
せ
し
波

ぜ円

(
H
H
H
M
仏
S

B

m

H

V

内
山
日
見
)

は
主
要
動
の
最
(
極
)
大
動

日

O
D
m
R
)
は
震
源
よ

b
一
度
地
球
表
面
に
出
て
地
球
表
面
を
俸

b
来
る
波
(
主
要
動
)

円
(
ロ
ロ
己
完

gH
は
震
央
よ
A
Y
地
球
の
劣
弧
を
佑
m
b
-来
b
し
表
面
波

の
は
終
期
微
動

一一一一一一



四

ぎ
凶
は
震
央
よ

b
地
球
の
優
弧
を
惇
b
し
表
面
波

当
日
は
話
回
の
波
の
一
度
観
測
所
を
遁
過
し
て
再
び
優
弧
々
遁
り
来

b
し
波

ぜ
〈
串
は
当
日
の
波
の
一
度
観
測
地
を
遁
過
し
て
再
び
(
劣
弧
を
遁
b
)
来
D
し
波

可
は
震
動
の
終
A
Y
を
一
不
め
す

此
外
山
(
円
己
℃
ぬ
け
己
ω

)

は
相
ノ
後
現
明
瞭
な
る
と

3
付
す
る
詑
競

。(
0
5
2
己
0
)

は
相
ノ
殺
現
不
明
瞭
な
る
さ

3
付
す
る
詑
競

本

年

月

三

十

日

の

降

茨

佐

藤

秀

古住

本
年
一
月
三
十
日
の
朝
の
降
茨
は
二
十
九
日
の
夜
学
よ

b
降
b
始
め
し
雲
を
赤
褐
色
(
茶
褐
色
)
に
奨
め
一
時
人
心
に

異
様
の
戚
を
打
た
し
め
た
り
。

其
の
褐
色
の
降
友
区
域
は
問
、
新
居
演
、
岡
山
地
方
よ
b
東
北
束
、
山
形
、
石
忽
方
向
ま
で
に
し
℃
、
某
の
間
降
友
を

免
れ
し
地
は
和
歌
山
、
奈
良
、
神
奈
川
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
等
の
諸
府
線
、
大
阪
、
三
重
、
静
岡
、
栃
木
、
茨
城
、
山

形
の
諸
府
腕
の
大
部
、
石
川
勝
の
北
部
(
能
護
宇
島
北
部
)
と
佐
渡
の
島
等
と
す
。

斯
の
降
茨
は
降
始
及
絡
b
共
に
夜
宇
二
十
四
時
過
ぎ
な
る
を
以
七
特
種
の
観
測
者
以
外
に
其
の
時
刻
を
明
白
に
観
測
を




